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平成17年度「臨床研修に関する調査」中間報告の概要  

（研修2年次生の進路について）   

厚生労働科学研究費補助金研究「新医師臨床研修制度の評価に関する調査研  

究」班及び「卒前教育から生涯教育を通じた医師教育の在り方に関する研究」  

班において、臨床研修に関する調査を実施しているところであるが、この度、  

研修2年次生の進路に関する中間報告を作成した。   

調査票の回収中であるが、本中間報告は、参考として研修2年次生の進路  

を中心に取りまとめたものである。追って取りまとめる最終報告と確定数等  

が異なるため、本中間報告の利用に際し、注意が必要である。   



Ⅰ 調査の概要  

1．調査目的  

新医師臨床研修制度の効果等を検証t分析するための基礎となるデー  

タを収集するため、臨床研修病院及び研修医に対し調査を行うもの。  

2．調査対象  

単独型及び管理型臨床研修病院  

単独型相当及び管理型相当大学病院  （合計で849施設）  

当該病院の研修プログラムに在籍する臨床研修医  

（1年次 7，526人、2年次7，344人 計14，870人）  

3＿ 調査内容  

共通質問（全病院、全研修医（1年次、2年次））  

・研修の満足度、研修修了後の進路 等  

追加質問（2年次研修医5人に1人）  

・知識、技術等の修得状況 等  

4．実施時期  

平成18年3月（配布）  

5．調査方法  

病院用と研修医用の調査票を各病院に郵送し、研修医用の調査票を病   

院で取りまとめたのち、病院用調査表と合わせて郵送で回収した。  平岬2500  
（34．0％）で、2年次生の研修修了後の進路に関する項目について集計  

を行った。  

6．集計対象者の概況  

性別   人数（人）   割合（％）   

男性   1，613   64．5   

女性   863   34．5   

不明   24   1．0   

計   2500   100．0   

年齢 平均27．7歳（標準偏差 2．6歳）  
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Ⅱ 調査結果の概要  

1 臨床研修修了後の進路について  

（1）臨床研修修了後の進路  

臨床研修修了後の進路について尋ねたところ、大学病院で勤務・研修を   

行う者は48．6％、市中病院で勤務・研修を行う者は38．2％であった。  

大学病院で臨床研修を行った着では、研修終了後に大学で勤務・研修を   

行う者が76．3％であった一方、臨床研修病院で研修を行った者では、28．9ワも  

であった。  

一方で、大学病院で臨床研修を行ったものでは、研修終7後に市中病院  

で勤務・研修を行うものが12．1？もであった一方、臨床研修病院で研修をおこ  

なった看では、57．7％であった。  

臨床研修修了後の進路  

n＝2500  

□大学で勤務・研修  

■臨床系大学院  

口基礎・社会系大学院 □市中病院で勤務・研修 ■基礎 
・社会系研究者  

□開業 馳医療行政  

口医療・研究以外 ■留学  
団未定  

大学病院  n＝1029  

□その他 口不明  
臨床研修病院  n＝1414  

0ウら  20ワら  40ウも  60ワも  80ワら  100ワも  
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（2）臨床研修修了後の研修先を選択した理由  

臨床研修修了後の勤務・研修先を決定した理由（複数回答）では、最も   

多かったのは、「専門医取得につながる」の40．4％。次いで、「優れた指導者   

がいる（31．2％）」、「現在研修している（31．0％）」であった。  
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臨床研修修了後の進路を大学病院一市中病院で分けて、勤務先・研修先の  

選択理由をみると、以下の通り。   

大学病院（大学院進学を含まない）を進路に選んだ理由は、「出身大学で  

あるから（48．8％）」、「専門医取得につながるから（44．4％）」が多かった。   

市中病院を進路に選んだ理由は、「現在研修している（42．5％）」、「専門医  

取得につながる（39．7％）」が多かった。  

大学病院・市中病院別 臨床研修修7後の進路決定の理由（％）  
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2 専門としたい診療科について  

（1）専門としたい診療科をきめているか  

臨床研修修了後に専門とする診療科を決めているかどうか尋ねたところ、   

86．2％（2，154人）が診療科を決めていた。 一方、12．8％は「決めていない」   

と回答した。  

（2）専門としたい診療科  

診療科を決めていると回答した2，154人について、専門としたい診療科を   

尋ねたところ、最も多いのは内科310人（14．4％）であった。続いて外科184   

人（8．5％）、小児科182人（8．4％）、整形外科139人（6．5％）、麻酔科137   

人（6．4％）となっていた。また、産婦人科は103人（4．8％）であった。  

診療科   人数（人）  割合（％）  診療科   人数（人）  割合（％）   

内科   310   14．4％  救命救急   41   1．99ら   

外科   184   8．5％  脳神経外科   37   1．7％   

小児科   182   8．4％  心臓血管外科   33   1．5サム   

整形外科   139   6．5％  総合診療科   0．89ら   

麻酔科   137   6．4％  呼吸器外科   14   0．6％   

消化器科   132   6．19も  小児外科   0．5％   

循環器科   128   5．馴ら  病理   0．即♭   

産婦人科   103   4．8％  リハビリテーション科   0．耶ら   

精神科   98   4．鍋  基礎系   8  

眼科   83   3．馴ら  心療内科   

皮膚科   83   3．9％  美容外科   5  0．2％   

放射線科   3＿t％  リウマチ科   4  0．2％   

泌尿器科   60   2．8％  緩和ケア部門   4  0．2％   

呼吸器科   58   2．■7％  その他   42   1．馴ら   

耳鼻咽喉科   46   2．1％  不明   0．8％   

神経内科   45   2．用  全体   一  100．0％   

形成外科   42   1．9％  
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（3）診療科を選んだ理由  

もっとも多いのは、「学問的に興味がある」の63．0％。次いで、「やりが   

いがある（59．7％）」、「その科の対象が好き（47．6％）」であった。  
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（4）専門としたい診療科の変化と理由   

診療科を決めているものに対して、臨床研修の前後で進みたい診療科が変   

わったかどうかを尋ねた。臨床研修の前後で進みたい診療科を変えたものは   

35．8％（772人）であった。   

診療科を変えたものに、理由をたずねたところ、最も多かったのは、「研   

修して興味がわいたから」で、71．4％であった。   

「研修して大変だと思った」のは18．4％であった。  

診■科を嚢えた理由  
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（5）性別にみた専門としたい診療科   

専門としたい診療科を性別に見ると、女性医師の割合が高いのは、リハビ  

リテーション科（77．8％n＝9）、リウマチ科（75．0％n＝4）、産婦人科（71・8％∩＝103）   

であった。女性医師の割合が低いのは、美容外科（0・0％n＝5）、緩和ケア（0・0％   

n＝4）であった。  

性別にみた専門としたい診療科  

リハビリ科  

リウマチ科   

産婦人科  

皮膚科  

眼科   

放射線科  

麻酔科  

小児科  

耳鼻咽喉科   

形成外科  

内科  

基礎系  

病理  

全数  

精神科   

医療行政   

神経内科   

総合診療科  

救命救急  

消化器科  

循環器科  

心療内科   

脳神経外科  

外科  

小児外科  

呼吸器科  

心臓血管外科  

泌尿器科  

整形外科   

呼吸器外科  

緩和ケア  

美容外科   

0％  20％  40％  60？も  80ワも   100？も  

【 
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（6）専門としたい診療科別にみた臨床研修修了後の進路  

診療科別に臨床研修修了後の進路をみると、眼科（80．7％）皮膚科（78．3％）、   

耳鼻科（73．9％）といった診療科では大学で研修を行う（大学院への進学を   

含む）割合が高い  

一方、総合診療科（64．7％）、呼吸器外科（64．3％）では、市中病院で勤務・   

研修を行う割合が高い。  

診療科別臨床研修修了後の進路   

基礎系  

眼科  

皮膚科  

形成外科  

耳鼻咽喉科  

泌尿器科  

放射線科  

リハビリ科  

整形外科  

小児外科  

産婦人科  

美容外科  

心療内科  

麻酔科  

脳神経外科  

精神科  

病理  

心臓血管外科  

循環器科  

緩和ケア  

リウマチ科  

内科  

小児科  

神経内科  

消化器科  

救命救急  

呼吸器科  

外科  

呼吸器外科  

総合診療科  

0   

日大学で勤務・研修  

■臨床系大学院  

□基礎・社会系大学院  

白市中病院で勤務・研修  

■基礎・社会系研究者  

田開業  

■医療行政  

□医療・研究以外  

H留学  

鰐未定  

□その他  

団不明  

※大学で勤務・研修を行う（大学院への進学を含む）割合順．⊃  
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（参考）  

20代医療施設従事医師診療科別割合（平成14年）  
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厚1三労働省大臣官房統計情報部平局＝」年医師・歯科医師・薬剤師調査  

※平成16年度上り開始した医師臨床研修制度の影響を除くため、平成14年調査結果を   

提示した「  

ミ）   



平成17年度   

「臨床研修に関する調査」   

研修2年次生分中間報告書  

（研修2年次生の進路について）  

平成18年5月  

厚生労働科学研究費補助金研究  

「新医師臨床研修制度の評価に関する調査研究」  

「卒前教育から生涯教育を通じた医師教育の在り方に関   

する研究」  

調査票の回収中であるが、本中間報告は、参考として研修2年次生の進路を中  

心に取りまとめたものである。追って取りまとめる最終報告と確定数等が異な  

るため、本中間報告の利用に際し、注意が必要である。   
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Ⅰ 調査の概要   

1．調査目的  

新医師臨床研修制度の効果等を検証・分析するための基礎となるデータを収  

集するため、臨床研修病院及び研修医に対し調査を行うもの。   

厚生労働科学研究費補助金「新医師臨床研修制度の評価に関する調査研究」   

班（主任研究者：福井次矢（聖路加国際病院院長））と「卒前教育から生涯教   

育を通じた医師教育の在り方に関する研究」班（主任研究者二篠崎英夫（国立   

保健医療科学院院長））の合同調査として実施した。  

2．調査対象  

単独型及び管理型臨床研修病院  

単独型相当及び管理型相当大学病院  （合計で849施設）  

当該病院の研修プログラムに在籍する臨床研修医  

（1年次 7，526人、2年次7，344人 計14，870人）  

3．調査内容  

共通質問（全病院、全研修医（1年次、2年次））  

・研修の満足度、研修修了後の進路 等  

追加質問（2年次研修医5人に1人）  

■知識、技術等の修得状況 等  

4．実施時期  

平成18年3月（配布）  
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5．調査方法  

病院用と研修医用の調査票を各病院に郵送し、研修医用の調査票を病院で取  

りまとめたのち、病院用調査表と合わせて郵送で回収した。  

平成18年4月11日時点での2年次生研修医回収数2500（34．0％）で、  

2年次生の研修修了後の進路に関する項目について集言十を行った。  

Ⅱ 調査結果  

1 回答者の概況  

（1）性別   

女性の割合は34．5％で、全体の約1／3を占めた。  

萎   割合（％）   

1613   6′1．5   

863   3∠1．5   

2‘1   】．0   

2500   100．0   

性別   人   

男性  

女性  

不明  

全体  

（2）年齢  

平均   27．   

標準偏差  

最大値   56．   

不明   

全休   2∈；0  



（3）実家の所在地   

最も人数の多かったのは東京都で、285人。続いて、大阪府180人、神奈川  

県、愛知県135人、兵庫県132人、福岡県123人であった。   

最も人数が少なかったのは山梨県で10人。続いて、鳥取県13人、山形県  

14人、富山県15人、岩手県17人であった。  
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